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第5表　製鮨予備調査の成績（45・12・川）

時
間

相　　　　 異　　　　 点
共　 通　 点 備　 考

久　 慈　 在　 来 （凛 ）大 舘 2 号

0 分

2

8

　 】

湯 の 色や や濃 い赤褐 色 うす い赤 褐 色，表 皮柴 変

湯 を入れ 火 にかけ る

沸 騰 し始 め る

湯 の色濃 い赤 色

小豆 各 1 8．7 才

4 5 年 度産 の も

11

15

17

2 5

5 4

5 7

58

5 4

d l

d 2

d 5

7 0

7 2

85

97

表皮柴 変， 粒 掛 こ浮 く

急速 に湯 が減 少

湯 の色 不透 明

表皮裂 開

粒 の砕 け始 め

半分位砕 け る

皮 が や わ らか

ほ とん ど砕 け る

粒形 な し， 湯 もない

粒 たて に浮 く

急速 に湯 が減 少

湯 の色不 透 明， 表皮裂 閲

粒 が砕 け始め る

皮 がか たい

1 ／ 5 枚 砕 け る

半 分 くらい砕 け る

粒形 残 ，湯 5 8 c c 残 る

の， フ ラス コに

よ る煮沸， 水

4 8 4 c c 使用 。

4　適　応　地　帯

標高400〝乙以上の高冷地帯を除く県中部・以北全

域に好適する。県南においては，なお検討を要するが，

第4表　掛こよる粒選調査成績（45年琶）

ァプラムシの防除を徹底的に行なえば，転換畑も含め

て栽培可能である。また，乾燥・調製を吟味し，第4

表のように5．5m目柿で充分掠塗して百粒重を高め大

粒化を図ると，販売のさい有利である。

項 目 5．5 mm 目締 同左百 粒 重
5．5 7m 目締

同左 百粒 重
無　 処　 理

品種 名 通　 過　 率 残　 留　 率 百　 粒　 重

岩　 手　 大 納 言
1 1．9 5 喀 1 2．8 才 8 8，0 7 喀 1 7 2 才 日 ．2 g

（標 ）大館 2 号 9 5．9 2 1 0．° 4．0 8 1 5．5 1 0．6

甘藷のビニール冷床育苗法について

神山　芳典・古沢　典夫

（岩手県農試）

1　ま　え　が　き

北東北においてもマルチにより甘藷の経済的栽培が

可能となった。しかし，寒冷地の甘藩作では種いもの

貯蔵とともに育苗が残された課題である。より容易な

方法で苗を自給することは生産費の引下げになるとと

もに普及対策につながるものと考えられる。第1国の

ような水稲の畑育代同様の方法で育苗を試みた結果，
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第1図　苗床の作り方

第1表　試験区の構成

当初目標とした採石本数を確保し，充分実用に耐え得

る苗が得られることが明らかとなったので紹介する。

2　試　験　方　法

1　試験区の構成：第1表参照

2　施肥量：床土1・5トン当り　硫安5鞄，熔憐5

鞄，塩加5Kg

5　億芽および伏込み：前年岩手塁試で収穫した

150～20Dターの種いもを催芽室内に室温10℃で貯

歳し，伏込みのd・7日前から室温50℃，湿匿はほ

ぼ飽和状態で催芽を行ない，芽がふくらんだ程度から

猿長芽長1亡¶ぐらいのものを伏せ込んだ。

試

験
年
次

育

苗

法

催

芽

保 温　 資　 材
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伏 込 最

（Kg／けヂ）
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電 熱 モミガラ
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フイルム

昭

4 5

′、育
ウ
ス 苗

○ ○ （⊃ （⊃ 紅　 農　 林
保温 資 材の ポ リフイ ル ムは床 面被 覆 用。

昭 4 5 年 は伏 込侵 調奈 せず。

ビ 冷

ニ 床
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ル 苗

〇

〇

〇

○

○

○

○

β／

ク

ク

昭

48

ハ 育
ウ

（⊃ ○ ○ （⊃ 高係 14号 1 0

ス 苛 ○ （⊃ （⊃ ○ 紅　 農　 林 1 0

ビ
○

○

○

○

○

○

高係 14号

ノダ

1 0

1 2

ノL 冨 ○ － － ○ ′ 1 2

ー － （⊃ （つ ノダ 1 2
薯

（⊃ － ○ ○ 紅　 農　 林 1 0

5　試　験　結　果

1　地温

昭和45年は床面のポリフイルム除去直前の4月

25日の地温は第2回にみられるように日平均温匿は

伊）＞叶）＞（切＝巨）の順となりフイルム除去後もモミガラ

使用区と無使用区では1～4℃の差がみられた。昭和

48年における調査でも同様の傾向で冷床の断熱材使

用区と無使用区では，使用区の生育が旺盛となり，伏

込みおよそ1カ月後の5月15日までに積算温暖で

6　0℃の差がみられた。

2　苗の生育

45年の育苗期間の気象経過ははば順調でモミガラ

＋ポリ被覆区では15日後に出芽期となり萌芽は良く

そろったが，モミガラだけの区，ポリ被覆だけの区は

0　2　4　6　8　101214　16　柑　a）22b

第2回　地温の日変化（4月25日）
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さらに7日後にようやく出芽をみ，萌芽は不ぞろいで

挿苗適期である5月下旬に至っても挿苗に適した苗は

少なかった（第2表）。

第2麦　笛素質および生育調査表（昭45年）

5月28日の調査では冷床苗は温床苗に比べ節間が

70かほど詰まり，芸は太め，乾物歩合は高く，やや

暖めの苗となった。

　 項 目

育 苗
様 式

長 さ 節 数 茎 太

苗 1 0 本 当 り 8 月 1 0 日 1 0 月 5 日

生 垂
乾 物

歩 合
芸 長 分 枝 数

a 当り地

上 部 重
主 要 長 分 枝 数

a 当り地

上 部 室

電 熱 温 床

　 C7花

29 1 6．8

m タ 痴 （7乃 本 晦 （7〝 本 KF

5．9 12（i．D 鼠44 225．9 14．8 82 5 55D．2 24．4 469

ビニ ール冷 床 1受1 占．5 4．4 9 7 8 11．10 19貸1 16．4 5 25 2 09 5 1占．8 400

4　8年には伏込み後10日間は高温に経過したため

電熱温床では7日後，冷床でも断熱材を使用した区は

11日後に出芽をみた。しかし，その後著しい低温に

見舞われ，断熱材無使用区および無催芽区は出芽・初

期生育が停滞した。第5表にみられるように苗素質は

45年と同様の傾向を示したが採苗回数は6月1°日

第5表　苛　詞　杏（耶48年）

の最終調査までに電熱温床の5回に対し，冷床は2回

にとどまり，採苗本数は高系14号で伏込み，同量の

場合85．9帝，20多伏込量の多い区でも　671感，

断熱材無使用の場合は　48．2　多となった。とくに無催

芽伏込みでは18．8　帝で採苗本数の減少が顕著であっ

た。

催 芽 資 材 品　 種

伏 込

み 量

（▼㍉ 当

り ）

採 苗

月 日

採 苗

数

茸 長 菓 数 節 数

分 枝

教

事 大

1 0 本 当 り 乾 物

率生 体

重

凰 乾

垂

ウ

ス

育

苗

（⊃

電 熱

高 系 1 4 号

K ク 月 日 本 d 闇 枚 節 本 m タ タ ヰ

1 0 5 ． 2 4 5 2 0 1 Z S 8 ．4 8 ．4 D － 8 5 ．0 －－ － ・－・

8 ． 4 2 4 0 2 1 ．7 7 4 7 4 0 ．1 4 ．5 1 4 0 ． 0 1 5 ．1 9 4

占 ． 1 8

計

2 5 0

7 9 0

2 0 ．5 8 ．7 8 ．7 0 5 ．9 8 8 ．8 9 7 1 C ．9

つ

電 熱

紅　 塵　 林 1 0 5 ． 2 4 5 4 0 2 8 ．7 占．7 6 ． 7 口 － 5 2 ．0 － －

‘． 4 2 4 0 5 5 ．8 7 9 7 9 0 ．0 2 ．9 7 5 ．0 8 ．0 1 0 ．7

8 ． 1 4

計

5 4 0

9 2 0

4 0 ．2 8 ．1 8 ．1 0 5 ．8 1 1 4 ．0 8 ．9 8 ．1

ビ

事

／レ

「 〕

モ ミ ー〝 ラ

高 系 1 4 号 1 0 8 ． 4 2 5 2 2 8 ．5 1 1 ． 5 1 1 ．5 0 ．8 4 ．5 1 5 5 ．0 1 7 1 1 1 ． 2

占． 1 8

計

：衿 0

5 1 2

1 5 ．4 7 ° Z d D 5 ．7 8 8 ．5 鼠 9 1 1 ．2

・つ

〃l

高 系 1 4 号 1 2 6 ． 4 2 1 0 2 7 5 1 1 ．8 1 1 ．8 0 ．5 5 ．9 1 柑 0 1 5 ．5 9 1

8 ． 1 8

計

5 2 0

5 5 0

1 8 ．5 9 7 R 7 D 4 ．0 8 7 5 1 0 ．0 1 1 ． 5

仁 ）

×

高 系 1 4 号 1 2 6 ． 4 1 4 1 2 5 ．0 1 0 ． 1 1 0 ．1 0 5 ．9 1 4 7 川 1 1 ． 2 7 8

冷

床

育

苗

占． 1 8

計

2 4 0

5 8 1

1 5 ．2 8 ．8 8 ．8 0 5 ．4 9 D ．9 9 9 1 0 ．9

×

モ ミ ガ ラ

高 系 1 4 号 1 2 d ． 4 5 7 1 5 ．4 5 ．8 5 ．8 0 ． 1 4 ．2 7 4 ．0 8 ．7 1 1 ．8

8 ． 1 8

計

9 0

1 4 7

1 7 2 8 ．2 8 ．2 D 5 ，9 9 0 ．4 1 0 ．9 1 2 ．1

（⊃

β′

紅　 農　 林 1 0 8 ． 4 4 0 2 2 7 2 8 ．2 6 ．2 0 ． 1 5 ．5 7 7 0 8 ．0 1 ロ．4

8 ． 1 6

計

2 0 0

6 0 2

2 5 ．2 8 ．5 8 ．5 0 5 ．8 9 0 ．5 9 8 1 0 ．8
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5　挿背後の生育と収量

45年の調査では（第2表参照），冷床苗は電熱温

床のものに比べて地上部の生育量が少ない模向がみら

れ主要の短縮，分枝数の減少により10月の最終調査

では地上部重が15多少なかった。地下部垂は早掘り

第4表　収穫物調査（昭45年）

調査の総いも重で，冷床区が5かほど劣ったが上いも

は多めであった。また，標準掘りでも冷床苗区が上い

も個数がやや少なく8留の減収となった。上いも1個

平均垂で10勿ほどまさりa当り　SSD Kク程麿の収量

はあげられる。

　 項 目

育 苗 様 式

早　 掘 （8 月 1 0 日 ） 標 準 掘 （ 1 0 月 1 5 日 ）

a　当　 り a　当　 り
同　 比

上 い も 1 孔　 当　 り a　 当　 り
同　 比

上 い も 1
上 い も重 総 い も 重 コ平均 重 上 い も重 総 い も重 コ平 均 重

電　 熱　 温　 床

Kg K ク 多 タ K ク K ダ 烙 グ

12．5 58．8 100 78．8 5 50．8 58 1．2 100 244．0

ビニ ー ル 冷 床 17 5 54．8 1　 95 1　　 70．0 524．2 1　 55 2■4 92 2楯 5

4　む　　す　　び

甘藷の育苗は従来電熱または醸熟により50～52

℃ぐらいの育苗温暖が必要とされてきたが，水稲の畑

君代同様の方法で育苗を試みた結果，育苗期間50日

の積算気温700℃ぎりぎりの地方においても，また，

46年のような気温の変動の大きな年次においても，

催芽いも伏込みによるビニー′レ冷床育苛によって，良

苗が得られることが明らかになった。この方法は，資

材費が少なく，苗床の造成も容易である。

今検はより簡易な種いもの貯蔵法・催芽法を検討す

るとともに，さらに初期の保温効果を高めるためにウ

レクソ7一・一ム等の資材の利用を考えたい。

ホップの生産力向上に関する研究

第5報　ホップに対する土壌改良剤の深層施用効果について

結　城　勇　助

（山形県負託）

1　ま　え　が　き

近年各地のホップの生産量の停滞が目だってきてお

り，これが原因の究明が急がれ，その実態調査を第1

報，第2報の研究報告で発表したが，その結果として，

下層土の養分の良否如何が大きく生育，収量に影響が

あることが認められた。しかし，下層土の改良にはな

かなか年数を要すること，また，ホップは永年性作物

であるため板部の発達から，一次的に改良は困難であ

ることなどから推察して下層土の改良を計ることによ

って大きく生産力に役立つことがあるものと考え．機

枕力による改良．爆破による心土破砕による下層土の

改良などともに石灰，マグネシウムの投入によって土

俵改良を行なって飛躍的に生産力の向上を図ろうとし

てこの試験を実施した。調査設計にあたっては前技術

研究課長椎名嘉蔵氏，土壌分析については当場の関係

職員の甚大なる御協力を賜わり，また，現地にあって

はビール会社，各ホップ農協の御協力を賜わったこと

について深くお礼申し上げる。

2　調　査　方　法

1　調査場所：西置賜郡自慢町中善寺．唐松．

西村山都朝日町水本　計5カ所

2　調査実施月日：

昭和45年4月15目　白確町　中善寺．

唐松

昭和45年5月24日（爆破）

昭和44年4月22日（ク）朝日町水本

5　調査場所の特徴：

各調査地とも年々生産品の低下が大きいこと，土が

固く根の張りが浅く，雨の浸透が非常に悪いこと，ま

た，強酸性，石灰．苦土，腐植などが非常に不足して

いること．特に下層土が著しく悪いため初期生育はよ

いが，塩花形成期の肥大充実には根の働きが悪いため




